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第１章 計画策定にあたり

１－１ 策定の背景

食は私たちが生きていくためには欠くことのできない大切なものです。

食をめぐる環境の変化に対処し、生涯にわたって健全な食生活が実践できるように、国は平成１７年

７月に「食育基本法」を施行し、平成１８年３月に「食育推進基本計画」を策定しました。

愛知県は平成１８年１１月に第１次食育推進計画である「あいち食育いきいきプラン」を策定し、国

や県はそれぞれの計画に基づき、食育を総合的かつ計画的に推進してきました。

新城市においても、市民の心身の健康の増進と豊かな人間形成、食に関する知識と食を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践する施策を展開するため、平成２１年３月に「新城市食育推進計画」を策

定し、「第２次新城市食育推進計画」を経て、平成２９年３月に「第３次新城市食育推進計画」を策定

し様々な取組を行ってきました。計画期間満了に伴い、市民アンケートの実施による現状の把握と、そ

こから見える課題に対応するための見直しを行い、第４次新城市食育推進計画（以下「本計画」という。）

を策定します。

１－２ 位置づけ

本計画は、「食育基本法」に基づく国の「第４次食育推進基本計画」、県の第４次愛知県食育推進計

画「あいち食育いきいきプラン２０２５」などの関連計画と整合を図りながら推進をしていきます。

本計画の策定にあたり、食育に関係する機関、団体、庁内の関係各課で構成された「新城市地産地

消食育推進協議会」において審議検討を行いました。
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１－３ 計画の期間

本計画の期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。この計画は、「食育基本法」や

国の「第４次食育推進基本計画」及び県の「あいち食育いきいきプラン２０２５」との整合性を持た

せています。また、食をめぐる社会情勢も変化することが考えられるので、計画の実施状況によって

は計画の見直しが必要になることが考えられます。

このため、計画期間終了前であっても必要がある場合には見直します。

平成

２８年度

平成

２９年度

平成

３０年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

令和

６年度

令和

７年度

令和

８年度

（国）第３次食育推進基本計画 （国）第４次食育推進基本計画

第３次愛知県食育推進計画 第４次愛知県食育推進計画

第３次新城市食育推進計画 第４次新城市食育推進計画
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第２章 現状と課題

２－１ 現状と評価

（１）市民アンケート

計画見直しのため、令和３年１１月から１２月にかけて食に関する調査として市内こども園の５

歳児、小学校５年生、中学校２年生がいる家庭、新城有教館高等学校２年生及び市民へアンケート

を実施しました。過去の計画の策定時にも現状把握のため同様にアンケートを実施していますので、

比較して項目ごとにまとめ、計画目標の達成状況や市民の食生活の現状について把握しました。

〈回答率〉

〈調査内容〉

Ⅰ　回答者について
Ⅱ　食育について
Ⅲ　食生活について
Ⅳ　健康について
Ⅴ　食文化について
Ⅵ　食の安全について
Ⅶ　環境について
Ⅷ　「新城らしさ」について

平成２０年 平成２３年
対　象 回答者 配布数 回収数 回答率 対　象 回答者 配布数 回収数 回答率

幼稚園・保育園 家族 421 356 84.6% 幼稚園・保育園 家族 383 338 88.3%
小学５年生 〃 516 444 86.0%
中学２年生 〃 537 455 84.7%
事業所 就労者 359 269 74.9% 事業所 就労者 150 124 82.7%
合計 1,833 1,524 83.1% 合計 1,490 848 56.9%

平成２８年 令和３年
対　象 回答者 配布数 回収数 回答率 対　象 回答者 配布数 回収数 回答率

こども園 家族 372 279 75.0%

高校２年生 生徒 180 171 95.0% 高校２年生 生徒 236 228 96.6%
事業所 就労者 308 231 75.0% 市民 市民 300 80 26.7%
合計 1,681 1,258 74.8% 合計 1,592 948 59.5%

小学５年生
中学２年生

〃 957 386 40.3%

こども園
小学５年生
中学２年生

家族 1,056 640 60.6%小学５年生
中学２年生

〃 821 577 70.3%
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〈数値目標における達成状況(第３次計画)〉

食育を効果的に推進するために、第３次計画において数値目標を設定しました。

計画に掲げた数値目標に対する達成状況や市の取組みの状況を踏まえて、第３次計画における評価と

課題とします。

数値目標の各項目ごとに比較できるようグラフにまとめました。平成２８年度からは高校生も調査の対象と

しています。

※平成２８年から高校生を含んだ数値

平成２０年
（当初）

平成２３年 平成２８年
目　標　値
（Ｒ３）

令和３年

2 65.1% 62.2% 90.0% 57.5%

3 54.7% 62.9% 90.0% 49.1%

4 56.6% 70.0% 57.8%

小学５年生　※１、２ 1.3%

中学２年生　※１、２ 3.2%

市民 3.5%

6 69.8% 70.5% 67.9% 80.0% 77.6%

7 87.6% 84.3% 78.1% 90.0% 76.9%

8 57.7% 64.0% 64.9% 70.0% 70.8%

9 8.2% 20.0% 4.1%

10 63.6% 69.1% 64.9% 80.0% 64.0%

18% 市内産19.9％ 市内産14.2% 市内産15.0％ 市内産9.6%

12 50.0% 52.6% 46.4% 70.0% 54.4%

※２　学校のある日についてのアンケート結果による。

※３　平成２８年からは、市産市食の内容を知っている人の割合を調査した。

※４　第３次計画より追加した項目

※５　若い世代とは、１０代と２０代の男女のこととした。

※６　地場産物調査の結果による。

数値目標　

項　　目

食育の意味を知っている人の割合

市で食育を推進していることを知っている人の割合

食育に関心を持っている若い世代の割合　※４、５

バランスのとれた食事をする人の割合

内臓脂肪症候群を認知している人の割合

自分の適正体重を知っている人の割合

新城市食育推進計画を知っている人の割合　※４

地産地消（市産市食）の内容を知っている人の割合　※３

学校給食における地場産物を使用する割合（食材数） ※６

食べ残しをしない工夫をする人の割合

※１　平成１９年度「食生活に関するアンケート」新城市学校保健会ほかによる。

食
育
の
認
知

1 食育に関心を持っている人の割合 80.1% 86.3% 77.9％ 90.0% 79.1%

5 朝食を食べていない人の割合 2.7% 4.2%
0%

(欠食をしない)
4.3%

食
づ
く
り

11

人
づ
く
り
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数値目標１

食育に関心がある人の割合

食育に関心がある、どちらかといえば関心があると回答した人は、合わせて７９.１％でした。

全体の割合をみても、前回の調査から大きな変化はみられませんでした。

数値目標２

食育の意味を知っている人の割合

食育の言葉も意味も知っていると回答した人の割合は、５７.５％と前回の調査より減少していることがわ

かりました。

一方で、言葉は知っているが、意味は知らないと回答した人の割合は、３９.０％と増加していることがわ

かりました。

食育とは？

食育とは、生きる上での基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置づけられてい

ます。また、さまざまな経験を通して、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食

生活ができる人間を育てることです。



- 6 -

数値目標３

市で食育を推進していることを知っている人の割合

市で食育を推進していることを知っていると回答した人が、４９.１％と半分を下回る結果となりました。

大幅に減少した一因としては、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントの中止等により、推進

活動ができなかったことにあると考えます。

数値目標４

食育に関心を持っている若い世代の割合

若い世代とは、１０代と２０代の男女のことを指しています。

全体の割合をみても、前回の調査から大きな変化はみられなかったため、引き続き若い世代への食育推進を

していく必要があることがわかりました。
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数値目標５

朝食を欠食する人の割合

朝食を毎日食べていると回答した人は若干増加しているものの、食べていないと回答している人の割合はほ

ぼ変わらないことがわかりました。

また、食べていないと回答した人に理由を聞いたところ、「時間がないから」が最も多く、続いて「食欲が

ないから」という結果となりました。

数値目標６

バランスのとれた食事をする人の割合

バランスがとれていると回答した人が、１９.４％と過去の調査と比較すると最も多い割合となり、ある程

度とれていると回答した人の割合と合わせると、７７.６％となりました。

その他と回答した人の中には、「わからない」、「とっているつもりだが、自信がない」という意見がありま

した。
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数値目標７

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）を認知している人の割合

言葉も意味も知っている人の割合が、減少傾向にあることがわかりました。

一方で、言葉も意味も知らないと回答した人が２.４％と前回の調査より増加していることから、言葉その

ものを聞く機会が少なくなってしまったのではないかと推測しました。

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）とは？

内臓脂肪症候群とは、内臓脂肪による「肥満」の人が、「血圧」「コレステロール」「血糖値」に異常があ

る状態のことを言い、通称「メタボ」とも呼ばれています。

どのくらいの内臓脂肪を溜め込むと良くないかというと、へそまわりの径が男性８５センチ以上、女性

９０センチ以上と言われています。

数値目標８

自分の適正体重（ＢＭＩ）を知っている人の割合

自分の適正体重を知っている人が７０.８％となり、目標値である７０％に到達しました。

知っていると回答した人の割合は、平成２０年度から増加傾向にあり、自分の適性体重を気にしている人が

増えてきていることがわかりました。
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適正体重（ＢＭＩ）とは？

適正体重（ＢＭＩ）とは、統計的に最も病気にかかりにくいとされるＢＭＩ２２を基準とし、下の式で算

出される値です。

例）身長が 170ｃｍの人の適正体重は・・・

ＢＭＩ（＝22）×1.70（ｍ）×1.70（ｍ）＝63.6ｋｇ

また、自分の体重と身長からＢＭＩを計算し、肥満度を知ることもできます。

体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）＝ＢＭＩ

数値目標９

新城市食育推進計画を知っている人の割合

計画を知っていると回答した人は４.１％で前回の調査の半分となりました。

数値目標１０

市産市食の内容を知っている人の割合

市産市食の内容を知っている人の割合は、前回の調査からほとんど変化がみられませんでした。

判 定 ＢＭＩ

や せ 18.5 未満

普 通 18.5～25 未満

肥 満 25 以上
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市産市食とは？

市産市食とは、市内で作られた農畜産物を、市内で食べることを言います。

旬な食材は身体にいいといわれており、生産者の顔が見えるので、安心･安全な食品を消費することがで

きます。また、食料の輸送距離が短くなり環境にも優しいのです。

数値目標１１

学校給食における地場産物を使用する割合

学校給食での地場産物の利用率は平成２３年度以降減少し続けていることが分かりました。

数値目標１２

食べ残しをしない工夫をする人の割合

食べ残しをしていると回答した人は５４.４％と、これまでで最も多い割合となりました。

また、どのように工夫しているのか聞いたところ、「食べきれる量だけ作る」、「残ったらリメイクして翌日

食べる」という声が多くありました。
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（２）第３次計画期間中の取組

本計画は市民が自らの意志で取組み、市民が主役でなければなりません。食の大切さを知ってもら

い、市民一人ひとりが自ら実践していけるような体制づくりを目指し、料理教室や講演会等のイベン

ト、啓発活動を行ってきました。食育が浸透するためには関係団体から個人への働きかけが有効であ

るとの考えから、関係団体や行政のつながりを強くすることを意識し、計画の重点でもある「つなが

り」を基本に推進をしてきました。

啓発や推進については、新城市食育推進協議会で協議・実施しました。

コープあいちと愛知東農協共催のイベン

ト「山と水と緑の協同組合まつり」におい

て、毎年食育推進協議会としてブースを出

展し、地元の米粉を活用した米粉麺、米粉

ピザの試食や食育推進キャラクターパネル

や塗り絵を実施し、食育のＰＲを行いまし

た。 ▲平成３１年度ＪＡまつりでの試食。米粉麺（左）、米粉ピザ（右）

食文化の保護・継承の取組として、令和

２年度から国の食料産業・６次産業化交付

金を活用し、市内小中学校を対象に親子和

食調理講習会を開催しました。

また、市民を対象として郷土料理や行事

食をテーマにした料理教室を開催しました。

▲お節句料理がテーマの市民対象料理教室の様子

令和３年度からは毎月１９日前後を「地産地消の日」とし、

市内小中学校の給食に市内産農畜産物の活用を進めています。

市広報紙「ほのか」において、農村輝きネット・

しんしろの協力を得て、旬の食材を使ったレシピ

を毎月掲載しています。

また、市内産農畜産物について、豆知識として

特徴などを紹介しています。

JA まつりへの出展

料理教室の開催

「地産地消の日」の設定

広報誌へのレシピ掲載
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２－２ 第３次計画期間中に見えた現状と新たな課題

令和３年度にアンケートを実施した結果、食育の意味を知っている人や、市で食育を推進してい

ることを知っている人の割合は減少しました。

また、食育に関心を持っている人の割合、バランスのとれた食事をする人の割合、自分の適性体

重を知っている人の割合は増加していますので、食への関心や、健康志向が高まっていることが現

れていると推測されます。

このようなことにより、食への関心は高まっていますが、食育の意味を知らない人が増加してい

ますので、食の大切さを様々な施策を通じて発信していくことが重要です。

「市で食育を推進していることを知っていますか」という問に対して、知っていると回答した方

の中で、学校やこども園を通じて知った人が多数でしたので、今後も学校やこども園を通じて、家

庭等への啓発に重点をおいていくと同時に、すべての市民を対象に食育を進めたほうがいいという

意見も多くありましたので、イベントや各種媒体を通じて、広く周知を図る必要があります。

市で食育を推進していることは知っていても、本市に食育推進計画があることを知っている人は

まだまだ少数です。計画自体の認知度が低いですが、計画に基づき、目的を達成するために施策を

実施していることを市民にもっと知ってもらい、計画の認知度を高めていくことが重要です。

朝食を食べていない人の割合や栄養バランスのとれた食事をする人の割合など、多くが目標値に

達しておらず、健全な食生活の実践までには至っていない人が多いのが現状です。

学校給食においても、地場産物を使用する割合が目標値から大きく下がっていますので、地場産

物の供給体制の構築について、検討を図り、使用率を高めていくことも重要です。

和食が平成２５年からユネスコの無形文化遺産に登録され、和食への関心が高まっています。和

食を通じた地場産物の利用拡大や郷土料理などを次世代に繋いでいくことが重要です。

以上のこととアンケート調査などの現状から、次の点が今後の食育推進にあたっての課題と考え

ます。

課題１ 健全な食生活の実践

課題２ 食づくりからなる若い世代への食文化の継承

課題３ 実行性のある普及啓発及び情報発信
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第３章 基本的な考え方

３－１ 基本目標と施策

食育とは、生きる上での基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置づけられ

ています。また、さまざまな経験を通して、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

健全な食生活ができる人間を育てることです。

社会経済情勢がめまぐるしく変化し、日々忙しい生活を送る中で、人々は、毎日の「食」の大切

さを忘れがちです。

あらゆる世代の市民が、健全な食生活を送り、心身ともに健康に暮らすために、その重要性を周

知するとともに、これまでの取り組みを継続しつつ、新たな手法も取り入れながら食育を推進する

必要があります。

第 2 章で見えてきた課題及び食育を推進するために、３つの基本目標を掲げ、具体的な施策を実

施します。

基本目標１ 健全な食生活による心身の健康増進

食は食べることや身体の成長のためだけではありません。食を通じてさまざまな経験をし、食

べることの楽しさ、食に対する感謝の気持ちを育むことは豊かな心を育みます。

また、生活様式の多様化とともに、食生活も飽食の時代となり、肥満や生活習慣病などの問題

が顕著になっています。

健全な食生活の実現には、食に関する知識や食を選択する力が必要です。

地域の特性を生かした食育を推進するため、国の「食事バランスガイド」等を参考に望ましい

食生活の普及・啓発の強化を図る必要があります。

具体的な施策

１ 望ましい食生活の推進

２ 健康な身体づくりの推進
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食事バランスガイドとは？

「食事バランスガイド」とは、１日に「何を」「どれだけ」食べたら良いか、コマをイメージ

したイラストで示したものです。食事を「主食」、「副菜」、「主菜」、「牛乳・乳製品」、「果物」

の５つの料理グループに分け、それぞれ１日に必要な量を示してあります。

バランス良く食べて、運動するとコマは安定して回りますが、食事のバランスが悪いとコ

マは倒れてしまいます。バランスのとれた食事に心がけることが重要です。

基本目標２ 次世代へつなぐ食育の推進

食は学ぶだけでなく、伝えていくことも大切です。地域や家庭で受け継がれている郷土料理や

伝統料理をはじめ、食事のマナーや作法を子どもや若い世代に伝えていくことが必要です。

また、食農教育という言葉があるように、食を学習するには農の学習も必要です。農業の体験

や郷土料理づくりを実際に体験することで、地域を知り、人を知り、食べることの大切さや郷土

愛を育むことにつながります。

家庭や学校・こども園・地域などが一体となって、世代から世代へ、地域から地域へと広がる

食育の推進を図る必要があります。

具体的な施策

１ 食を通じた交流や学びの推進

２ 食文化の継承
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基本目標３ 新しい生活様式に対応した食育の推進

新型コロナウイルス感染症拡大により、私たちの生活様式は大きく変化しました。職場や学校

ではリモートワークやオンライン授業などデジタル化が進んでいます。

食の分野においては、これまで対面で行っていたイベントや外食の機会が減少したことに伴い、

内食需要が高まっています。こうした社会の変化の中で食育も新たな生活様式に対応した推進の

方法が求められています。

また、昨今話題となっているＳＤＧｓの達成に貢献する食育の取組も推進していく必要があり

ます。

具体的な施策

1 新しい生活様式に対応した食育の普及啓発と情報発信

２ 環境にやさしい食生活の推進

ＳＤＧｓ（エス・ディー･ジーズ）とは？

ＳＤＧｓとは、Sustainable Development Goalｓ（持続可能な開発目標）の略で、平成

27 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載

された、令和 12 年までに達成するために掲げた国際目標です。

ＳＤＧｓは、地球上の「誰一人として取り残さない」ことを誓い、持続可能な世界を実現す

るための目標とのターゲットから構成されています。このＳＤＧｓを達成するための取り組み

が、日本を含め各国で進められており、地方自治体においても、各種計画の策定や方針の決定

にあたっては、ＳＤＧｓの理念を最大限反映させることが重要となっています。



- 16 -

３－２ 主な取組

基本目標１ 健全な食生活による心身の健康増進

★具体的な施策１ 望ましい食生活の推進

【主な取組】

食に関する知識や理解を深め、栄養バランスのとれた食事や規則正しい食生活が実践できる

よう、望ましい食生活を推進します。

●取組内容

・栄養バランスのとれた食事の普及啓発

・市内産農畜産物を活用したメニューの情報発信

★具体的な施策２ 健康な身体づくりの推進

【主な取組】

生涯にわたって健康な身体を保つため、規則正しい食生活の実践や生活習慣病の予防と改善

を図り、健康な身体づくりを推進します。

●取組内容

・野菜を食べることによる健康づくり

・早寝早起き朝ごはんの推進

基本目標２ 次世代へつなぐ食育の推進

★具体的な施策１ 食を通じた交流や学びの推進

【主な取組】

家族や友人など様々な人と食を楽しむことは豊かな心を育み、食を学ぶことは感謝の心を育

むことに繋がります。共食や食に関する学習機会、また家庭、学校、地域を通じて、豊かな心

と感謝の心を育む取組を推進します。

●取組内容

・食農教育の推進

・親子や地域での食を通じた交流機会の創出
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★具体的な施策２ 食文化の継承

【主な取組】

市内の郷土料理や伝統料理、行事食などを次世代に伝承していくため、食文化を継承する

取組を推進します。

●取組内容

・和食料理教室開催による和食文化の継承

・郷土料理や伝統料理などの普及啓発の実施

基本目標３ 新しい生活様式に対応した食育の推進

★具体的な施策１ 新しい生活様式に対応した食育の普及啓発と情報発信

【主な取組】

コロナ禍の中、食の大切さや楽しさを実感するため、感染症対策に留意した上で、コミュニケ

ーションを図る方法を模索し、食育を推進します。

●取組内容

・感染回避を考慮したイベント、講習会の実施

・オンラインによる料理教室、料理動画の配信

★具体的な施策２ 環境にやさしい食生活の推進

【主な取組】

ＳＤＧｓで掲げる持続可能な社会構築に向けて、食品の無駄や廃棄を減少させるため、地産

地消を推進し、環境に配慮した食生活を推進します。

また、地産地消を推進するために、学校給食での地産地消率の向上や「地元農家を応援する店

（地産地消推奨店）」の登録を促進し、市内飲食店等での市内産農畜産物の利用拡大を図ります。

●取組内容

・フードロス削減を目指した取組の実践

・地産地消の推進（フードマイレージの削減）



- 18 -

フードマイレージとは？

フードマイレージとは、「食料(=ﾌｰﾄﾞ)の生産地から消費地までの輸送距離(=ﾏｲﾚｰｼﾞ)」という意味

です。

重量×距離（トン・キロメーター）で表します。食品の生産地と消費地が近ければ、フードマイ

レージは小さくなり、遠くから食品を運んでくると大きくなります。

輸送距離が短くなることで、石油などの燃料や排気ガスの削減につながり、延いては地球環境へ

の負荷の低減にもつながります。

地産地消が望ましいというのは、このことからも言えます。
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第４章 推進に向けて

４－１ 行動指針

食育を具体的に推進していくためには、個人・家庭、こども園・学校、地域・職域、行政が互いに

連携・協力していくことが大切です。

基本目標ごとの取組について、どの分野で取り組んでいくかを明確にし、数値目標を達成するた

めに食育を推進していきます。

基本目標１　健全な食生活による心身の健康増進

個人・家庭 こども園・学校 地域・職域 行政

栄養バランスのとれた食事の普及啓発 ○ ○ ○ ○（農業課、健康課）

市内産農畜産物を活用したメニューなどの情報発信 ○ ○ ○ ○（農業課）

野菜を食べることによる健康づくり ○ ○ ○ ○（農業課、健康課）

早寝早起き朝ごはんの推進 ○ ○ ○ ○（農業課、健康課）

自分の適正体重の把握、内臓脂肪症候群の認知 ○ ○ ○ ○（健康課）

生活習慣病予防のための食習慣づくりの促進 ○ ○ ○ ○（健康課）

食事バランスガイドを意識した望ましい食生活の実践 ○ ○（健康課）

健康教室の開催 ○ ○ ○（健康課、市民病院総務企画課）

スポーツ活動・教室の推進 ○ ○ ○（生涯共育課）

高齢者の低栄養予防の啓発 ○ ○（高齢者支援課）

ミニデイサービスの実施 ○ ○（高齢者支援課）

食の自立支援事業 ○ ○（高齢者支援課）

基本目標２　次世代へつなぐ食育の推進

個人・家庭 こども園・学校 地域・職域 行政

食農教育の推進、農業体験等実施のための支援 ○ ○ ○（農業課、学校教育課）

親子ふれあい教室などの家庭教育、生涯学習の推進による交流機会の創出 ○ ○ ○（農業課、生涯共育課）

親子和食料理教室開催による和食文化の継承 ○ ○ ○ ○（農業課）

郷土料理や伝統料理などの普及啓発の実施 ○ ○ ○ ○（農業課）

食を通した青少年の健全育成の推進 ○ ○ ○ ○（農業課、生涯共育課）

新しい生活様式を踏まえた共食の推進 ○ ○ ○（農業課、健康課）

取組場所

取組場所

取　　組

取　　組
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共食とは？

共食とは、家族や友達、同僚など「誰かと一緒に食事をすること」です。

誰かと一緒に食事をすることで、コミュニケーションを図り楽しく食べたり、食事のマナーや文

化を学ぶ機会にもなります。

基本目標３　新しい生活様式に対応した食育の推進

個人・家庭 こども園・学校 地域・職域 行政

感染回避を考慮したイベントや講習会の実施 ○ ○ ○ ○（農業課）

オンラインによる料理教室、料理動画の配信 ○ ○ ○ ○（農業課）

フードロス削減に向けた市民への情報提供 ○ ○ ○ ○（農業課、生活環境課）

フードバンク活用の促進 ○ ○ ○ ○（福祉課、こども未来課）

生ごみ発生抑制の取組の推進 ○ ○ ○ ○（農業課、生活環境課）

学校給食における地産地消の推進 ○ ○ ○（農業課、教育総務課）

学校給食における市内産農畜産物の供給体制の構築 ○ ○ ○（農業課、教育総務課）

こども園給食における地産地消の推進 ○ ○ ○（農業課、こども未来課）

こども園給食における市内産農畜産物の供給体制の構築 ○ ○ ○（農業課、こども未来課）

社員食堂や飲食店での地産地消の推進 ○ ○（農業課）

食べ残し抑制のための周知活動 ○ ○ ○ ○（農業課、健康課）

化学肥料や農薬の使用削減の推進 ○ ○ ○（農業課）

環境に配慮した食に関する情報提供 ○ ○ ○ ○（農業課、環境政策課）

食育推進キャラクターの紹介、啓発 ○ ○ ○ ○（農業課）

市内産農畜産物を活用した加工品の開発 ○ ○ ○ ○（農業課）

旬の食材や献立について情報提供 ○ ○ ○ ○（農業課）

食育の推進内容の情報発信や啓発活動の実施 ○ ○ ○ ○（農業課）

新城市食育推進計画の周知 ○ ○ ○ ○（農業課）

取組場所

取　　組
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４－２ 目標指針

本計画を効果的に推進するために、数値目標を設定します。

第３次計画での数値目標の達成状況を把握・評価し、客観的に進捗状況を見ることにより、計

画や取組みの見直しに反映させるものです。

この数値目標は、前計画で目標達成できなかった項目に、今回の市民アンケート結果を踏まえ

て目標にするべき項目を追加しました。

なお、この目標指針は、市民アンケート結果から設定していますので、評価・見直しを行うとき

には、同様の市民アンケート調査が必要です。

☆計画を効果的に推進するため数値目標を掲げて取り組みます☆

・若い世代とは、１０代と２０代の男女のこととする。

現状（Ｒ３） 目標（Ｒ８）
効果　　　　　　

（基本目標）

1 4.3%
0%

(欠食をしない)
基本目標１

2 77.6% 80.0% 基本目標１

3 76.9% 90.0% 基本目標１

4 70.8% 75.0% 基本目標１

5 22.6% 30.0% 基本目標１

6 37.5% 50.0% 基本目標２

8 57.8% 70.0% 基本目標３

9 57.5% 90.0% 基本目標３

10 49.1% 90.0% 基本目標３

11 4.1% 20.0% 基本目標３

12 64.0% 80.0% 基本目標３

市内産9.6% 市内産15.0％ 基本目標３

14 54.4% 70.0% 基本目標３

朝食を食べていない人の割合

バランスのとれた食事をする人の割合

内臓脂肪症候群を認知している人の割合

自分の適正体重を知っている人の割合

1日３回野菜を食べている人の割合

地域や家庭で受け継がれてきた郷土料理や伝統料理
を伝承している人の割合

食育に関心を持っている若い世代の割合

食育の意味を知っている人の割合

市で食育を推進していることを知っている人の割合

新城市食育推進計画を知っている人の割合

市産市食の内容を知っている人の割合

学校給食における地場産物を使用する割合（食材数
の年平均）

食べ残しをしない工夫をする人の割合

7 食育に関心を持っている人の割合 79.1% 90.0% 基本目標３

13
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４－３ 推進体制

本計画を柱に新城市地産地消食育推進協議会を置き、家庭及び市民を中心とし、生産者、地域、

職域、こども園・学校、関係団体、行政などが一体となった体制で推進していきます。

また、協議会で事業を決定・実行していきます。
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資 料

新城市地産地消食育推進協議会委員名簿

新城市地産地消食育推進協議会委員

令和４年３月１日現在（敬称略、順不同）

事 務 局

氏 名 所 属 ・ 役 職 備 考

前 澤 このみ 食育推進ボランティア 会 長

荻 野 紀 子 食育推進ボランティア

鈴 木 優 子 新城市健康づくり食生活改善協議会

小 山 幸 浩 愛知東農業協同組合 組合員課長

熊 谷 浩 一 愛知東農業協同組合 企画管理課長

竹 下 あけみ 有限会社つくで手作り村 代表取締役

前 崎 伸 周 新城市教育委員会学校教育課 副課長

松 井 美 里 新城市立作手小学校 栄養教諭

白 井 光 里 新城市健康福祉部健康課 栄養士

竹 下 朱 美 新城市健康福祉部こども未来課 参事

太 田 雅 世 新城市健康福祉部こども未来課 栄養士

安 藤 映 臣 新城市産業振興部農業課長

長谷川 敬 祐 新城市産業振興部農業課 副課長 事務局長

岡 田 尚 久 新城市産業振興部農業課 農政係長

中 村 朋 美 新城市産業振興部農業課 主事
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食育基本法の概要

１．目的

国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむ食育を推進するため、食育に関

する施策を総合的かつ計画的に推進し、現在及び将来にわたる健康で文化的な国民の生活と豊かで活

力のある社会の実現に寄与することを目的とする。

２．関係者の責務

（１）食育の推進について、国、地方公共団体、教育関係者、農林漁業者、食品関連事業者、国民等

の責務を定める。

（２）政府は、毎年、国会に食育の推進に関して講じた施策に関する報告書を提出する。

３．食育推進基本計画等

（１）食育推進会議は、以下の事項について食育推進基本計画を作成する。

①食育の推進に関する施策についての基本的な方針

②食育の推進の目標に関する事項

③国民等の行う自発的な食育推進活動等の総合的な促進に関する事項

④食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項

（２）都道府県は都道府県食育推進計画、市町村は市町村食育推進計画を作成するよう努める。

４．基本的施策

（１）家庭における食育の推進

（２）学校、保育所等における食育の推進

（３）地域における食生活の改善のための取組の推進

（４）食育推進運動の展開

（５）生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等

（６）食文化の継承のための活動への支援等

（７）食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の提供及び国際交流の推進

５．食育推進会議

（１）農林水産省に食育推進会議を置き、会長（農林水産大臣）及び委員（関係大臣、有識者）２５

人以内で組織する。

（２）都道府県は、都道府県食育推進会議、市町村は、市町村食育推進会議を置くことができる。
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食育推進キャラクター紹介

『お食べん 武将隊！』

食育や地産地消を親しみやすく、分かりやすくするために、地元農産物をモチーフに作成しま

した。長篠・設楽原の戦いの地でも知られることから地元農産物を武将に見立てて、日々食の安

全・安心を守るように戦います。

ぬりえ、シール、スタンプ、のぼり旗、ステッカーなどを作成しましたが、市民の方が誰でも

利用できるように利用規程を作成し、活躍しています。

キャラクター「１．こめのすけ」

『お食べん 武将隊！』のリーダー。休日はメダカを眺め

て暮らしているが、米寿まで生きる。

農産物「米」

栽培されている品種は、ミネアサヒ、あいちのかおり、

コシヒカリが８０％を占める。

キャラクター「２．ちゃばのしん」

人当たりがよく、癒し系。誰に対しても合うので、欠か

せない存在。

農産物「お茶」

普通せん茶の生産量は県内１位。新城の地形は、旨味と

渋みが調和したせん茶栽培に適している。

キャラクター「３．やなまる」

さといも界では由緒正しいお家柄。粘り強く、コツコツ

努力する。

農産物「八名丸さといも」

あいちの伝統野菜に選定され【八名丸】として商標登録

されている。丸い形と粘りが強いことが特徴。
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キャラクター「４．なすぞう」

精霊馬に乗っていて、マスコット的な存在。

一富士、二鷹、三茄子からくる、縁起がいい名前。

農産物「なす」

新城では、夏秋なすがたくさん出荷されている。

キャラクター「５．とろろまる」

武闘派で、知る人ぞ知る刀工の作の名刀「夢とろろ丸」

が武器。粘着質な性格。

農産物「自然薯」

作手産のゆめとろろは、粘りが強くて香り、食味に優れ

絶品。

キャラクター「６．とまたろう」

ハヤシライスが大好きな大食い。趣味はポエムを作るこ

と。最近なすぞうと親戚だと気づいた。

農産物「夏秋トマト」

標高 550ｍで栽培されている高原トマト。旨みが凝縮さ

れ、甘味と酸味のバランスが良いことが特徴。

キャラクター「７．べにひめ」

キュートな女の子。いちごのついたヤリに刺された相手

は、恋する甘酸っぱい気持ちになる。

農産物「いちご」

主に紅ほっぺ、ゆめのかが栽培されている。紅ほっぺは

大玉でジューシー、ゆめのかは果皮が固く日持ちする。

キャラクター「８．ふさひめ」

ぶどうだけに武道家。ボーイッシュな女の子。得意技は

手にしているぶどうジュースを飲んで酔挙。

農産物「巨峰」

ぶどうの王様と言われる種なし巨峰発祥の地と言われる。

とても甘く、品質が良い。
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キャラクター「９．かきえもん」

葉巻代わりにいつも渋柿を手にしているチョイ悪オヤジ。

雑誌の表紙を飾ることを夢みている。

農産物「柿」

新城地区を中心に、品種は主に「次郎柿」「富有柿」が

栽培され、日本各地に出荷されている。

キャラクター「10．うめちよ」

前髪を垂らし、武将の割には線の細いイケメン。いつも

周りには梅の花が咲き誇っている。

農産物「梅」

鳳来地区を中心に栽培されている。青梅のほか、加工品

として梅干やジャムとしても販売されている。

キャラクター「11．えーごろう」

熱血な性格。みるくひめとは契りを交わした兄弟となり

耳標を分け合っている。とても、とても熱い。

農産物「和牛」

県内一の和牛繁殖産地で、肥育された鳳来牛は鳳来地区

の特産品。A5 ランクの肉が最高級。

キャラクター「12．みるくひめ」

ツンデレ系の女の子。大きな牛乳ビンを抱えて大好きな

牛乳をみんなに飲んでもらいたいと願っている。

農産物「牛乳」

作手地区を中心に飼養されている。毎日搾乳し、生乳と

してたくさん出荷されている。
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食育に関する市民アンケート結果

令和３年１１月～１２月 実施
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新城市産業振興部農業課

愛知県新城市字東入船１１５番地

電話：０５３６－２３－７６３２

Ｅmail：noushin@city.shinshiro.lg.jp


